
履修要項 
※本校で実施する実習は、全て大阪ペピイ動物看護専門学校における動物福祉に基づいた動物実習規定に適合しています。 

１．成績評価 

 

（１）成績評価は科目概要にある授業科目毎の成績評価方法により評価を行っています。授業科目毎に 

成績評価方法が異なりますので、科目概要で確認してください。 

 

（２）成績評価は下記の通り行っています。 

 

評点 １００～８０点 ７９～７０点 ６９～６０点 ５９点以下 

評価 優 良 可 不可 

判定 合格 不合格 

 

（３）各学年の前期・後期の成績は、日時を定め発表するとともに保護者に郵送します。 

 

２．単位認定及び認定基準 

 

（１）単位認定 

   全授業科目において、下記の基準により単位認定を行っています。 

 

（２）単位認定基準 

   単位認定のためには、次の①と②の基準を共に満たさなければいけません。 

   ①成績評価が「可」以上 

   ②出席率が７５％以上 

 

（３）遅刻・早退の取り扱い 

①遅刻・早退については、３回で欠席１回とみなします。 

②授業開始後又は終了前の２０分未満を受けていない者は遅刻又は早退とします。 

③上記該当しないものに関しては、原則７０％以上受けていなければ欠課とします。 

※遅刻した際の教室への入室には、「入室許可証」が必要です。 

 

授業時間 遅刻 早退 欠課 

９０分 
開始後 

２０分未満 

終了前 

２０分未満 

受講時間 

７０分未満 

 

④下記（１）（２）（３）の場合は、成績評価規程により配慮します。 

（１）疾病で欠席する場合 ⇒欠席届に医師による診断書の添付が必要になります。 

（２）忌引・慶事により欠席する場合 ⇒指定した書類の提出が必要になります。 

（３）公欠により欠席する場合 ⇒指定した書類の提出が必要になります。 

（４）学外授業、動物看護総合実習（インターンシップ）、その他研修は、別途定める基準により成績評

価を行います。 

 

（４）追試験・再試験制度  

追・再試験当日に欠席した場合、試験日の振替はありません。 

①追試験 

     学校が定める疾病、事故、弔事、公欠など正当な理由で定期試験を欠席した場合、下記の書類を申 

     請期間内に提出し追試験を受験することができます。受験は無料で追試験科目数に上限はありませ 

ん。但し、科目によっては受験を認めない場合もあります。 

・疾病の場合 ⇒診断書 

・事故の場合 ⇒保証人等の理由書 



・弔事の場合 ⇒忌引き届 

・公欠の場合 ⇒公欠届 

・その他、学校長が認めた場合 ⇒公欠許可願 

 

   ②再試験 

     不合格または特別な理由がなく①に該当しない場合、再試験を受験することができます。再試験を受

験することができる科目数は、出席率７５％を越える科目が対象となり、該当学期に開講している科

目の５０％までを原則として受験できます。受験は全て１科目につき１，０００円が必要です。但し、科

目によっては受験を認めないこともあります。 

また、卒業・進級の再認定に伴う特別課題などにかかる審査が発生した場合は全て有料とします。 

 

 

３．単位認定に必要な出席回数 

単位認定を受けるためには各授業の授業コマ数に対して、７５％以上の出席が必要です。 

下記の出席回数を満たせない場合は、その科目の評価を受けることができませんので注意して下さい。 

 

授業のコマ数 単位認定に必要な出席回数 

１４回 １１回以上 

７回 ６回以上 

４回 ３回以上 

３回 ３回以上 

その他回数 
授業回数×０．７５ 

小数点以下切上げ 

 

４．進級・卒業規判定 

 

動物看護総合学科 

（１）１年次進級判定（１年→２年） 

   進級は後期追・再試験終了後の単位取得状況が、下記の要件を満たす必要があります。 

   ①取得単位数が所定の単位数の８０％以上に達していること。 

   ②飼育実習、総合演習の単位を取得していること。 

   ③原則として所定の学費を完納していること。 

（２）２年次進級判定（２年→３年） 

   進級は後期追・再試験終了後の単位取得状況が、下記の要件を満たす必要があります。 

   ①取得単位数が所定の単位数の８０％以上に達していること。 

   ②飼育実習、総合演習の単位を取得していること。 

   ③原則として所定の学費を完納していること。 

（３）卒業判定 

   卒業には後期定期試験終了後の単位取得状況が、下記の要件を満たす必要があります。 

原則として卒業判定後の追・再試験は実施しません。 

   ①取得単位数が所定の単位数の８０％以上に達していること。 

   ②飼育実習、総合演習の単位を取得していること。 

   ③動物看護総合実習（インターンシップ）の単位を取得していること。 

   ④所定の学費を完納していること。 

（４）進級・卒業の認定を受けられなかった場合 

   留年もしくは自主退学とします。 

 


